中央ヨーロッパ3国の世界遺産

　　　　　　2022年4月22日
自然と環境科　石橋美紀

１．最近の世界遺産情報
　　 　１．2021年7月第44回世界遺産委員会が開催され新たに34件を登録、1件を抹消した
　　　 ２　総数　1154件 文化遺産　897件、自然遺産　218件、複合遺産　39件
　　　 ３．日本　北東北の縄文遺跡群」（文化遺産）、「奄美大島、徳之島、沖縄島北部および西表島」(自然遺産）　2件登録　合計25件になった
　　　 4.  抹消　英国中部の商業都市「リバプール」港湾地区で進む再開発が問題視され、抹消は
3件目
　２．中央ヨーロッパのハンガリー、オーストリア、チエコ3か国の世界遺産をテーマにした
　３　ハンガリーの世界遺産
　　文化遺産
　　１)ブダペストのドナウ河岸とブダ城地区およびアンアンドラーシ通り（1987年、2002年拡大）
２）ホッケローテの古い集落とその周辺　 - （1987年）
３）パンノンハルマの千年の歴史もつベネデイクト会大修道院とその自然環境 (1996年）
４) ホルトバージ国立公園ープスタ - （1999年）
５）ペーチ（ソピアナエ）の初期キリスト教墓所 - （2000年）
６）フエルテー湖・ノイジードラーゼー湖の文化的景観 - （2001年オーストリアと共同）
７）トカイのワイン産地の歴史的・文化的景観 - （2002年）
自然遺産
1） アグテルク・カルストとスロバキア・カルストの洞窟群 - （1995年、2000年追加、
スロバキアと共同）
４．ブダペストのドナウ河岸とブダ城地区およびアンアンドラーシ通り　1987年登録
１）ハンガリーは1241年から1242年にかけてモンゴル帝国の侵攻を受け、エステルゴムから都が移された。これがブダ地区の発展の始まりである。その王宮の丘は、特に先進的なルネサンス文化をイタリアから取り入れた15世紀後半に発展したが、16世紀にはオスマン帝国に占領された。
２）17世紀末に神聖ローマ帝国領となった後、特にマリア・テレジアの治世下などで建造物群の修復や増築が大規模に行われた。 1872年にはブダ、オーブダ、ペシュトの3地区の統合が決まり、現在のブダペストが成立した。
３）ハンガリーの首都ブダペストはその美しさに定評があり、「ドナウの真珠」、「ドナウのバラ」、「ドナウの女王」、「東欧のパリ」など、それを称える異名をいくつも持っている。ドナウ川両岸の歴史地区、そして大陸ヨーロッパ初の地下鉄が通るアンドラーシ通りが対象となっている
４）ゴシック・リヴァイヴァル様式で建てられた国会議事堂やドナウ河にかかる「くさり橋」、立ち並ぶ建物のファサードが美しいアドラーシ通りやマーチャーシュ聖堂、ブダ城やリスト音楽院、漁夫の砦などなど。こうした美しい歴史的な街並みはもちろん、世界でも有数の治安の良さなどが評価されて、ヨーロピアン・ベスト・デスティネーション(目的地)の第一位に選ばれた。
５）ルービック・キュウブの誕生地＝ブダペスト工科大学
５．トカイのワイン産地の歴史的・文化的景観 2001年登録　
１）ハンガリー北東部に位置する歴史的なワイン産地で、28の有名な村と7000ヘクタールのブドウ畑から成る。ブドウ畑の文化的景観が世界遺産に登録されている珍しい例の一つではあるが、世界遺産に登録される遥か以前より、貴腐ワインの名産地としてその名を知られていた。 
２）トカイの土壌と気候に恵まれていて、ブドウをかさかさにするハイイロカビの繁殖にはもってこいである。巨大な貯蔵設備群が設置され、地下貯蔵庫内は常に摂氏10-12度くらいの温度である。貴腐ワインであるトカイワインの熟成にとっても理想的な条件なのである
6．オーストリアの世界遺産
文化遺産
１）ザルツブルク市街の歴史地区 - （1996年）
２）シエーンブルン宮殿と庭園群 - （1996年）
３）ザルツカンマーグート地方のハルシュタットとダッハシュタインの文化的景観 - （1997年）
４）セメリング鉄道 - （1998年）
５）グラーツの市街-歴史地区とエッケンベルク城-（1999年）
６）ヴアツハウ渓谷の文化的景観 - （2000年）
７）ウイーン歴史地区 - （2001年）
８）フエルテー湖/ノイジードル湖の文化的景観 - （2001年）
９）アルプス山脈周辺の先史時代の杭上住居群 - （2011年）
7．ウイーン歴史地区　2001年登録
　　１）首都ウイーンは、古代ローマ時代からの歴史を持ち、その旧市街には様々な時代に立てられた様々な建築様式の建造物群が現存する。登録に当たっては、特にバロック時代以降の優れた建造物群や19世紀の都市計画の成果などが評価された。 
２）1873年には万国博覧会も開催されている。皇帝フランツ・ヨーゼフ1世は自ら立案して大規模な都市改造を行い、市壁を撤去し環状の道路（リンク）と置き換え、路面電車を導入するとともに、歴史主義的建造物やモニュメントを街路に面して配した。また、近代以降のウィーンではﾓｰﾂｱﾙﾄベートーベンをはじめ、数多くの作曲家が活躍したことから、「音楽の都」と呼ばれている
３）主な建築物：シュテハン大聖堂、ホーフブルク宮殿、ウィーン国立歌劇場、
　　ウイーン美術史博物館、自然史博物館、ベルヴエデーレ宮殿、ウィーン市庁舎
　　オーストリア国会議事堂、大観覧車
４）映画「第三の男」1949年作品の舞台。アントン・カラスのチター演奏が有名

8．シエーンブルン宮殿と庭園群　1996年登録
　 １）シェーンブルンとは「美しい泉」という意味。宮殿の名はこの地に湧き出す清らか
な泉にちなんでいる。17世紀末に夏の離宮として建てられたのが始まりで、18世紀、
女帝マリア・テレジアによって現在の姿に改築された。
 ２）「マリア・テレジア・イエロー」と呼ばれる黄色い壁面が印象的。宮殿は外観はバロック様式、内部はロココ様式で1400室もの部屋があり、現在はそのうち絢爛豪華な大広間や
ホール、皇帝一家の暮らした部屋など約40室が公開されている。
３）宮殿の背後には広大な庭園が広がる。フランス・バロック様式で、シェーンブルンの丘のネプチューンの噴水を中心に、ローマ遺跡風の石造物やグロリエッテ、迷路庭園、動物園、ヨーロッパ最大の温室、さらには日本庭園などもあり、見る者を飽きさせない。
9．チエコの世界遺産

文化遺産
１）プラハ歴史地区 - （1992年）
２）チエスキークルムロフ歴史地区 - （1992年）
３）テルチ歴史地区 - （1992年）
４）ゼレナー・ホラの聖ヤン・ネポムツキー巡礼教会 - （1994年）
５）クトナー・ホラの聖バルボラ教会のある歴史地区とセドレツの聖母マリア大聖堂 （1995年）
６）レドニツエとヴァルテｲツｴの文化的景観 - （1996年）
７）クロムニｴジーシユの庭園と城 - （1998年）
８）ホラシュヴイツエ歴史地区 - （1998年）
９）リトミシュル城 - （1999年）
10）オロモウツの聖三位一体柱 - （2000年）
11）ブルノのトウーゲントハット邸 - （2001年）
12.）トシエビーチのユダヤ人地区と聖ブロコピウスのバシリカ- （2003年）
13）.エルツ山地鉱業地域鉱業地域 -（2019年 / ドイツと共有）
14）クラドルビ・ナト・ラベルの儀礼用馬車馬の繁殖・訓練の景観 -（2019年）
 10．プラハ歴史地区　1992年登録　　　 
１）プラハ市街中心部、ヴルタヴァ川の東岸に位置する旧市街から南の新市街まで、西岸のフラッチャニ地区およびマラー・ストラナ地区、計866ha が登録対象地域となっており11世紀から18世紀にかけてのさまざまな時代様式の建築物が残る。
２）「百塔の都」と呼ばれるプラハにはロマネスク、ゴシックロココなど各時代の建築物が競い建っている。市の中央に流れるヴルタヴァ川にかかるカレル橋は、14世紀に最高の技術でつくられた石橋である。
３）主な登録建造物：プラハ城、聖ヴイート大聖堂、聖イジー聖堂、カレル橋、ストラホフ修道院、旧市庁舎、 天文時計、旧市街広場、テイーン聖堂、ゴルツ・キンスキー宮殿、旧ユダヤ人墓地、旧新シナゴー
４）プラハ城は、かつてボヘミア国王や神聖ローマ皇帝の居城で、現在はチェコ共和国の大統領府のある場所である。 プラハ城は世界でも最も大きい城の一つであり、敷地の広さは東西430メートル、南北70～140メートルで細長い形をしており、長さは約570m、
５）カレル橋は、神聖ローマ皇帝カール4世の治世下、1357年に建設が始まり、1402年に完成した。 1841年までプラハ旧市街とその周囲をつなぐ唯一の橋であった。 また、西欧と東欧の交易ルートとしてプラハが重要な地位を占めるようになった。長さ516ｍ　幅9.5ｍの橋で、30の聖人像がある
11．チｴスキークロムロフ歴史地区　1992年登録
１）チエコ・南ボヘミア州の小さな都市。建築物と歴史的文化財で 知られる。クルムロフは「川の湾曲部の湿地帯」を意味し、チェスキーは、チェコ語で「ボヘミアの」という意味である。
２）チェスキークルムロフは１３世紀に貴族ヴィートコヴィッツ家によって城が建築された事を歴史の始まりとする街で、１６世紀に時の支配ローゼンベルク家のもとルネサンス様式の町が完成し、 多くの建築がその当時のまま保存されている。チェスキークルムロフの見どころと言えば、旧市街を見下ろす街のシンボル「クルムロフ城」で、13世紀に、建てられ、その後の歩みは実に複雑で、時代とともに城主が目まぐるしく変わり、増 改築が繰り返し行われたことで、建築当初のゴシック様式のほかルネサンス様式やバロック様式といった、さまざまな建築様式を見ることができる。
３）旧市街やお城があるチェスキークルムロフの歴史地区は、一年を通して観光客が訪れている。特に楽しめるのは夏の時期。毎年6月に開かれる“五弁のバラの祭典”と呼ばれるお祭りでは、町全体がルネッサンス時代にタイムスリップしたよう。冬になると寒さと夕闇に包まれる時間も増えるが、クリスマスマーケットといえばドイツが有名だが、チェコでも各都市で開催されるほど立派な風物詩のひとつ。11月下旬から広場を埋め尽くすほどの出店が登場し、あたたかな光と甘い香りに街全体が包まれる
追加

　最近の話題から鑑みて「ウクライナの世界遺産」を概観する。
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